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紹介できないが、著者が特に関心を持つジェンダーの章（“The Politics of Gender and Educational 
Change: Managing Gender or Changing Gender Relations?” Jill Blackmore, Deakin University）、次に、
学校と保護者、地域との関わりについて言及している章（“School-Family-Community Partnerships 












147Book Review: Andy Hargreaves (ed.) EXTENDING EDUCATIONAL CHANGE
願事が達成されるべきなのか、変革によって影響を受けるのはだれなのかを問い直す必要性が述べ
られている。
ほとんどの子どもは、学問的に必要な知識を学校から学ぶ。しかしながら、どのように学び、な
ぜ学ぶのかは、学校以外にも家族や地域社会から大きな影響を受ける。この章では、保護者のタイ
プが分類されていることも興味深い。一部の保護者が過度に子どもの教育に関わる一方で、そうで
ない親もいることは普遍的に指摘されていることである。その関わり方の質に関する研究が紹介さ
れている。保護者には、関わり方の度合いについて 3 つのタイプが存在し、もっとも深く関わるグ
ループは、高学歴で教育機関（学校）に対して優位に立つタイプである。中間のタイプは、学校か
らの情報に受け身に対応するが、関心のある事項には深く関わる。 3 つめのタイプは知識や時間的
な制約から、学校との関わりあいが薄いために子どもへの心配は大きい。一方で、教育機関は保護
者の関与を基本的に嫌う傾向にあることも指摘されている。
学校と家庭の連携には、懇談の機会やニュースレター、宿題の補助、ボランティア活動など様々
な形態があるが、様々な保護者のタイプ（家庭の状況）を考慮し、包括的かつ体系的なプログラム
を実行していくことの重要性が指摘されている。また、最後に教育現場と家族、地域のよりよい連
携に関する研究は、様々な国のデータを用いて国際的なレベルで必要であることが述べられている。
序論でも指摘された通り、教育改革の共通の課題として、それを明白に実施するための「概念化」
が必要である。この書物はその為の道筋が提示されていると同時に、教育改革に携わるものが、認
識すべき「概念」の深さを改めて考えさせられる内容となっている。

